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令和７年１１月１１日 
烏 山 斢 合 支 所 
駅 周 辺 攇 備 担 当 課 

 
敀歳烏山駅周辺の街づくりについて 

 
１ 主旨 

駅周辺では、京王敕連続立体交差事業や、駅敥広場及び補助第２１６号敕の道路攇備 
事業が旃められており、区では、街が大きく変わる機会を捉えて、駅周辺の街づくりを 
旝旃するため、令和３年に地区計画等を策定し、実現に向けた取敽みを旃めている。 

令和７年２月に收置したまちづくりの情報共有・意見交換等を行う場である「ちとか
らまちづくりフォーラム」では、今年度、「地域」「子ども若者」「子育て旻代」のグル
ープごとに敀歳烏山駅周辺の「まち」の未来を考えていくワークショップなどを開催
し、更なる参加と協働による取敽みを旃めており、そのうち「子ども若者」の取敽みの
集大攅となるミニフォーラム（子ども若者フォーラム）を令和７年１０月に開催したた
め報告する。 

また、駅敥広場南側地区（以下「南側地区」という。）では、市街地再開発準備敽合
（以下「再開発準備敽合」という。）において、令和８年度の都市計画決定を目指した
取敽みが旃められており、令和７年９月に区が開催した都市計画（敼案）改明会等にお
けるご意見を受け、新たに駅南側地区における市街地再開発に関する情報交換会を開催
するため、開催概要について報告する。 

 
２ 区域等 

 

広場 

駅前広場 
南側地区 

烏山 
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２ 

３ 経緯 
平攅２６年２月 京王敕連立及び駅敥広場並びに補助第２１６号敕の各事業認可 
平攅２６年度  駅周辺地区街づくり構斐策定 
平攅２７年度  南側地区まちづくり勉強会收立 
平攅２９年度  地区計画・地区街づくり計画（たたき台）意見交換会  
令和 元年度  敀歳烏山駅周辺地区「地区計画の敼案策定に向けた考え方」について 

意見交換会 
令和２年 ７月 「敀歳烏山駅周辺地区地区計画・地区街づくり計画」（敼案）の 

意見募集、改明会 
１１月 敀歳烏山駅周辺地区地区計画（原案）等改明会 
１２月 南側地区まちづくり準備会收立 

  ※駅敥広場を含む市街地再開発事業の検討開始 
令和３年 ６月 敀歳烏山駅周辺地区地区計画等の策定及び関連都市計画の変更 
令和４年 ５月 再開発事業を活用したまちづくりの基本的な考え方策定 

（南側地区まちづくり準備会） 
１２月 南側地区再開発準備敽合收立 

 令和６年 ７月 敀歳烏山駅周辺地区まちづくりオープンハウス 
令和７年 １月 南側地区の街づくりに関する報告会 

２月  第１回ちとからまちづくりフォーラム 
４月  再開発準備敽合が都市計画（準備敽合案）を区へ提出 
５月  敀歳烏山駅周辺まちづくりオープンハウス 
６月 南側地区の街づくりに関する改明会 

７～８月 敀歳烏山駅敥広場南側地区街づくりオープンハウス 
  ９月 南側地区の都市計画（敼案）改明会 
 １０月 ミニフォーラム（子ども若者フォーラム） 

１０～１１月 子ども若者フォーラム展 
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４ 「ミニフォーラム（子ども若者フォーラム）」の開催結果について 
今年度は、「地域」、「子ども若者」、「子育て旻代」それぞれのグループにおいて、「まち

の将来イメージワークショップ」や「未来絵日記」を描く取り敽みを実施し、まちづくり
のアイディアや課題等を集め、令和８年２月に開催される第２回「ちとからまちづくりフ
ォーラム」において報告するとともに、来年度以降の「まちの将来イメージ（敼案）」の作
攅に活用していくため、取敽みを旃めている。 

こうした取敽みの中、「多様な視点」や「旻代間の対話促旃」「若者たちのまちづくりへ
の参加意識醸攅」等をねらいとして、取敽みに参加した芦花中学校、佼攅学園女子高等学
校、都立芦花高校、東京都立大学の学攏自らが、地域住民に向けて提案を発表するミニフ
ォーラム（子ども若者フォーラム）を以下のとおり、開催した。 

 
（１）開催概要 

 開催日時：令和７年１０月１３日（祝・月） １０時～１２時半 
 開催場所：烏山区民センター３階 区民集会室 
 参加旆旭：４６名（うち子ども若者１９名） 
 発表資料：別紙１のとおり 

（２）その他（実施済みのワークショップ） 
７月 ９日「未来絵日記」芦花中学校出張児童館（中学攏対象） 
８月 ５日「未来絵日記」粕谷児童館（小中学攏対象、子育て旻代含む） 
８月２０日「未来絵日記」烏山児童館（小中学攏対象、子育て旻代含む） 

      ８月３０日「まちの将来イメージワークショップ」第 1 回（地域住民対象） 
９月 １日「未来絵日記」コミュニティカフェななつのこ（斿子連れ対象） 

      ９月２８日「まちの将来イメージワークショップ」第２回（地域住民対象） 
【地域：参加者３４名(第１回)、２９名(第２回)：未来絵日記は 3 回目で作攅予定】 

【子ども若者：参加者７０名：未来絵日記７２枚】 
【子育て旻代：インタビュー参加者１４敽：未来絵日記８枚】 

 〈検討の旃め方イメージ旗〉 
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４ 

５ 駅南側地区における市街地再開発に関する情報交換会の開催について 
 まちの将来を地域の方と一緒に考えていく「ちとからまちづくりフォーラム」の取敽み
として、まちの将来に与える影響の大きい敀歳烏山駅敥広場南側地区における市街地再開
発事業について、事業の目的、仕敽み、検討内容等について、地域住民との意見交換等を
行う「街づくり情報交換会」を開催する。 

また、開催にあたっては、再開発準備敽合に参加協力いただき、準備敽合としてのまち
への斐い等を発表してもらうなど、当該事業に関する情報共有をおこない、経緯、活動に
ついての理解促旃を旗るとともに、どのようなまちにしていきたいのかということについ
て地域の方と意見交換を行い、参加と協働によるまちづくりを更に旝旃していく。 
（１）開催概要 
  周知範囲：地区街づくり計画及び建物高さの２倍の範囲（対象：約 13,000 旻帯） 

開催日時 令和 7 年１１月１５日（土）１８時から 
           １２月１３日（土）１０時から 
  場  所 烏山区民センター集会室他 
（２）開催内容 別紙２のとおり 
 
６ 駅周辺まちづくりの今後のスケジュール（予定） 

令和７年１１月１５日 駅南側地区における市街地再開発に関する情報交換会         
１１月２２日 「まちの将来イメージワークショップ」第 3 回（地域住民） 
１２月１３日 駅南側地区における市街地再開発に関する情報交換会 

令和８年 ２月 ７日  第２回ちとからまちづくりフォーラム 
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世田谷区立

芦花中学校

ちとからのこれから

別紙１
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佼成学園

女子高等学校

ちとからのこれから
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東京都立

芦花高等学校

ちとからのこれから
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東京都立大学

ちとからのこれから
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千歳烏⼭区⺠会館で緑の憩いを
背景

駅周辺に緑地が少ないことが挙げられる。

駅周辺は商店街が広がりで、公園がない。近
くにあるみどりは、住宅敷地内か甲州街道の

街路樹である。公園は住宅街に点在している
ため、買い物帰りに⾃然を感じられる場所や、
駅周辺に⾃然を感じられる場が少ない。

さらに、京王線の⾼架化、駅南側の駅前広
場事業が計画されているが、区⺠会館のある

北側には変わらずみどりが少ないままである
と予想される。

千歳烏⼭駅を最寄り駅とする⾼校はいくつ

もあるにも関わらず、駅周辺に⾼校⽣の居場
所がないことも問題である。

1.駅周辺の緑地が少ない

2.学⽣の居場所がない

屋上緑地の特徴

芝⽣広場

南側に芝⽣広場を設置したため、⽇当
たりが良く、⼤⼈も⼦どもも寝転んだり

まったりできる。
桜並⽊
駅周辺で桜を楽しめる場所が少ないこ

ともあり、満開の時期に⽬⽟となるよう
な場所である。夏は、いい⽊陰になる。

ウッドデッキ

テーブルや椅⼦、ソファーを設置し、
⼈々が好きなように使える場である。

パーゴラもあるため、⽇差しの強い時期
でも利⽤しやすい。

ビオトープ

周辺に⽔辺がないため、⽔⽣⽣物の観
察や⽔を眺めることでリラックス効果を

得られる。ビオトープを⾒ながら座れる
ように、パーゴラやベンチを設置し、保

護者も⾼齢者のゆったりと過ごせる空間
とした。おすすめの過ごし⽅

芝⽣広場に寝っ転がって、

ゴロゴロタイム

4階の図書館で本を借りて、

屋上で読書

芝⽣広場で⼦どもたちに

絵本の読み聞かせ会

放課後にウッドデッキで

おしゃべりと勉強会

買い物帰りに⼦どもと遊ぶ

出⼊り⼝

商店街で買った⾷べ物

ピクニック
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1.密集している
千歳烏山駅周辺では商店が多く
あるものの、道が狭く建物が密
集している。地域住民の多くは
買い物が目的となってしまい、
食べ物を買ってそこで食べたり、
休憩場所として過ごしたりする
という場所ではなくなっている。

②橋
駅と商業施設を橋でつなぐ。これによって
駅から下に下がらず、雨の日でも濡れずに
商業施設や区民会館に向かうことができる。

1.芝生広場
駅前に芝生広場を作ることで密
集した地域に広い空間ができ、
多くの人が過ごせる場所を整備
することができる。また駅付近
には自然や公園が少ないため地
域住民の憩いの場としての利用
が想定される。

解決案と効果現状と課題 Point

2.区民会館と商業施設
現在区民会館のある場所に、区
民会館とカフェ等の商業施設が
一体となった施設を建設し、地
域住民も利用しやすく外部の人
も訪れたくなるような空間を作
る。この場所が多くの人にとっ
て目的地となる場所にする。

2.目的地になりにくい
千歳烏山駅周辺は住んでいる人
にとって利便性の高い空間であ
る一方で、住民以外の人は訪れ
にくい場所である。また地域住
民も広い休憩場所がないことで
他の地域に移動してしまう場合
が多い。

①駅
駅と芝生広場を繋ぎ駅から直接行けるよう
にすることでアクセスをしやすくする。

③水場
視覚的にみるだけでなく水遊びができる空
間として開放し、自由に遊べるようにする。
これによって子育て世代も気軽に利用でき
る。
④階段ベンチ
階段の一部をベンチのような作りにし、カ
フェや商店街で買った食べ物を食べたり、
気軽に話したりできる空間にする。

芝生広場イメージ 区民会館イメージ

人
々
が
集
ま
る
街
に

～
烏
山
区
民
会
館
と
広
場
の
活
用
～

芝生広場と区民会館配置図イメージ
1:1500

①

②
③
④
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２

２
４
１
３
５
０
２
５
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子連れに選ばれるまち千歳烏山を目指して
ー既存のまちづくり計画への＋αー 24135069 栗山栞

提案の意図
まち全体として「子育て世代が買い物をしやすい」空間を創出
することで、千歳烏山駅周辺居住者のみならず、異なる地域に
居住する人々が買い物に訪れるまちを目指す。

前提として
世田谷区によって既に構想されている「再開発事業を活用したまちづく
りの基本的な考え方」をベースとし、子連れが回遊しやすいまちにする
ための工夫を提案する。

広場に面した一階部
（＝まちの顔になる場所）に、

カフェテリア＋一時預かりスペース

〇子連れ向け機能の集積した施設

外観イメージ
芝生広場から室内が見えるようにする。
広場と店舗入り口の間にはルーフを設
置し、日差しを避けながら遊べるよう
にする。

↓カフェテリアイメージ
100本のスプーンHPより

辰巳、吉城、堤の研究（2016）によると、
「子連れ家族が休日の外出時に重視していることは子供のための娯
楽環境があることであり，その充実度合いも重要視」されている。

子供の生活スタイル（食事・授乳・
排泄・遊び・）への対応できる設備

＋
娯楽施設

子供一時預かり施設イメージ
IKEA スモーランド

子供の娯楽施設かつ預け先として機能
手軽に預けられる仕組みにする

https://hugmug.jp/blog/165652 より取得

参考文献
辰巳浩, 吉城秀治, 堤香代子（2016）「都心での回遊行動の比較による子
連れ来街者の特性把握～福岡市天神地区を対象として～」土木学会論文集
72巻第５号p. I_435-I_445

パーゴラを設置 広くて傾斜のない歩道 空きスペースに遊具

手軽に休憩のとれるスポットを街中に点在させる。特に、屋根も自然もある
パーゴラは快適なだけではなく、まちの雰囲気も良くするだろう。
また、広くて傾斜のない歩道は、ベビーカーを伴って移動する人が安全に歩く
ために必要不可欠な要素である。
現在、千歳烏山公民館前に設置されているような、ちょっとした遊具をまちなか
に配置することで、子供がまちを歩くモチベーションとなるだろう。

〇長時間滞在できる施設
西友前通りの北にまちなか休憩所を設置する。

・千歳烏山駅北口バス停に近く、人の流れが多い
・駅前広場の大規模商業施設や駅から離れており、誰
でも利用できる清潔なお手洗い、授乳室やおむつ替え
スペースといった設備への需要が高い
・周りにはテイクアウトできる飲食店が数多く立地
→飲食可能な休憩スペースを設けることで、家族それぞ
れが異なる内容の食事を一緒にとることができる
→周辺飲食店の利益、駅前滞在時間の延び

〇安心・楽しく歩けるまちなか

まちなか休憩所外観イメージ
開放的で入りやすい雰囲気（ガラスや２階のテラス）
西友前通り側にはテラス席を設置、まちなかと一続きの空間にする

バス停
バス停

周囲のテイクアウト可能な飲食店を赤丸で示している
おおよそ徒歩4分圏内に20店舗以上が集積している
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ソファーを設置

木や垣根を多く配置

使用例
●のんびり休憩、雑談、ゲームをする
駅北側の公園とは異なる、落ち着いた雰囲気が特長！

※東側から鳥瞰

新たな空醥を利用して、高校生が滞在することができる千歳烏山へ
東京都立大学
都市政策科学科〯年
両角 優一郎

提案の趣旨
千歳烏山に、高校生が気軽に、かつ快適に過ご
せる空醥を提供する。

⚫ お金をかけずに、放課後や休日を過ごせる。

⚫ 高校生が遠慮なく、周りを気にせずのびのび
利用できる。

⚫ 一人でも複数人でも、さまざまな場面で過ご
すことができる。

⚫ 滞在を通して、より楽しく、充実した高校生活と
なるようにする。

⇒高校生が、各自の創意工夫でまちの空醥を積
極的に使えるような仕掛けを用意する。

現状と今後の予測〥模型参照〦
◆ 周辺の道路は、周辺に住む〬近くの高校
へ通う高校生の通学路となっている。

◆ 駅北側の広場を除き、雑居ビルや駐車場
で空醥的ゆとりがなく、飲食店などに入ら
ない限り、醚時醥の滞在が難しい。

◆ 駅の高架化と駅南側〥写真の位置〦に高層
マンション付きの商業施設を建設すること
が計画されている。

提案〱 高校生がより一層楽しめる空醥〷駅屋上の活用

駅の南側を再醡発し、新たに商業施設をつくる。
その1階には半個室のラウンジを設け、高校生は無料とする。仕
切りがあることで周囲の視線や音を気にせずに過ごせる。

アクセスの良さと快適さをもつ高架下が新たに生まれる。
〮〲分程度の利用を想定し、広い空醥に簡素なベンチを設置。

左〷駅南側の再醡発で建設予定の商業施設の断面図

⚫ 区の計画に基づいて、地上3階以下を商業エリアとする。
⚫ 吹き抜けを作り、部活動の発表会などに活用できるようにする。
⚫ 提案〮の半個室ラウンジは、高校生に気軽に立ち寄ってもらえる
ように、出入りまでの時醥が短い1階に設置する。

⚫ このほか、1階にも一時利用の駐輪場を用意する。

高架化した駅舎の屋上を活用して、展望ウッドデッキを設置する。
高校生がSNSに投稿したくなるエモヸショナルな雰囲気を演出する。

商業施設の4階部分にはだれでも入れるテラスを設ける。
心にゆとりが広がり、リラックスできる空醥とする。

提案〰 高校生が気軽にヷ快適に立ち寄れる空醥〷高架下

提案〮 高校生が自由自在に滞在できる空醥〷半個室ラウンジ

提案〯 高校生がのんびりと滞在できる空醥〷テラスの工夫

小さな教室のような空間

使用例
●１人や数人でテスト勉強
●雨の日に部活のミーティング

スマホスタンド

高さがあるので、
晴れていたら富士山も見える

使用例
●大切な人と２人で歩く

背景
高校生は、家族と話すことも減り、近所の友人とも疎遠になりやすい。最近は放課後に教室
を施鄼してしまうことから、放課後などに過ごす場所が見つかりにくい。また、お金が限られて
いるため、喫茶店に入ったり、都心へ行ったりするのも頻繁にできない。したがって、高校生
は家を除いた居場所を探すのに最も苦労する世代だと考える。千歳烏山駅周辺にある高校
の生徒も「近くに遊ぶ場所がない」と話し、世田谷区においてもこの問題は存在する。

芝生

使用例
●部活帰りにコンビニで食べ物を買い、座って食べる

大人が集まって酒を飲む
ことなどがしにくいデザイン
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帰りに寄れる
町へ

１．CONCEPT
千歳烏山駅周辺で学校帰り、会社帰りの人々がふと寄れる場所はあるだろ

うか。家に帰るただの通り道になってしまっていないだろうか。

帰り道に立ち寄れる場所を提供することによって人々が繋がれる場所を新

たに作られる予定の高架下に表現した。

３．PROBLEM

現在の千歳烏山で
は北口商店街と南口
商店街の間に大きな

売り上げ差がある

（図を参照）。こ
の問題を解決した
い。

２．IMPACT

年間商品販売額

14000

12000

10000
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4000

2000

0

千歳烏山北口 千歳烏山南口

百万円

千歳烏山駅周辺地域は建物が密集していて少人数でもお店
に入ったり、座ったりするのが難しい。そこで新たに作ら
れる高架下に商店街と少し傾斜のある人工の芝生のスペー

スを作ることで帰りに寄れる道を目指す。

断面図

この構想の場所は千歳烏山駅の駅から南
西の方角に200m伸ばした商店街を想定し
ている。南側に新たに高層ビルを作るこ

とから多くの住人が住むことになる。通
勤や通学で多くの人々が通ることとな
り、行きや帰りに少し寄れる場所を提供
できると思う。南北の商店街の売り上げ
の差も是正できると考える。

４．PLACE

北

⻄

南

東

国⼟地理院地図

東京都の統計
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令和７年11月15日（土）
18時〜20時30分
（17時45分受付開始）

令和７年12月13日（土）
10時〜12時30分
（9時45分受付開始）

第１回 第２回
南側地区の街づくり(再開発)について、意見交換をしよう！

◇申込み先◇世田谷区駅周辺整備担当課 電話：03-3326-9836 FAX：03-3326-6159

●申込み方法
①オンライン申請

二次元コードから（24時間受付）

烏⼭区⺠センター会
場

●申込期間
令和７年１０月２８日(火)から事

前
申
込
み

②『◇申込み先◇』まで電話またはFAXでお願いします。
※ FAXの場合は「住所、氏名、電話番号、希望日時・人数」
をご記入ください。こちらから到着確認の連絡をします。

◇申込み先◇
世田谷区駅周辺整備担当課

電話：03-3326-9836
FAX：03-3326-6159

３階 集会室
（南烏山6ー2−19）

千 歳 烏 ⼭ 駅 前 広 場 南 側 地 区

街 づ く り 情 報 交 換 会

〜 ち と か ら ま ち づ く り フ ォ ー ラ ム 連 携 企 画 〜

千歳烏⼭
駅前広場南側地区

鳥瞰イメージ

南側広場イメージ

補助２１６号線側イメージ補助２１６号線側イメージ

駅前通り側イメージ

補
助
２
１
６
号
線

北側広場イメージ

※イメージであり
決定したものではありません
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第１回

第２回

まちの将来を地域の方と一緒に考えていく「ちとからまちづくりフォーラム」
の取組みとして、まちの将来に与える影響の大きい千歳烏⼭駅前広場南側地区に
おける市街地再開発事業について、再開発準備組合の参加協力のもと、事業の経
緯や目的、仕組み、検討内容等を共有し、地域住⺠の意見交換を⾏う場として、
情報交換会を開催します。

●千歳烏山駅周辺の街づくりの経緯（世田谷区）

●準備組合の検討経緯等 （準備組合）

●再開発によるまちづくりの効果（講師）

●意⾒交換

【 第１回 講師 】
工学院大学 建築学部まちづくり学科
星 卓志 教授

国分寺市 都市計画審議会 会⻑
⽴川市 都市計画審議会 委員

第２回
●第１回の振り返り （世田谷区）

●準備組合の検討状況 （準備組合）

●意⾒交換
●まとめ

千歳烏⼭駅周辺では、京王線連続立体交差事業等の都市
計画事業が進められ、街が大きく変化する機会を捉えて、
まちづくりの情報共有・意見交換の場として設置しました。
「まち」の将来イメージなど、様々な視点から「まち」の
未来を地域住⺠やまちづくり団体等の参加と協働により考え
ていきます。

南側地区の街づくり
これまでの取組みのご紹介

〜まちづくりの経緯・想い〜

〜再開発の仕組み・地元への想い〜

フォーラムの構成ちとからまちづくりフォーラム

4165

【9月開催】素案説明会資料のご紹介

ちとからまちづくりフォーラム

ちとからプラザ (南烏山5-11-6)

【研究分野】
・都市計画
・まちづくり 等

千歳烏山駅前広場南側地区の
まちづくりについて（区HP）

26896

23556

※ 第１回の状況により、内容を変更する場合があります

とは…

千歳烏山駅前広場南側地区の
都市計画（素案）について（区HP）

●街づくり情報交換会とは？

再開発準備組合事務所のご紹介

営業時間︓平⽇ 10時〜16時
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